
大般若祈祷会の様子

市
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
は
、
市
内

の
小
中
学
校
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
地

区
公
民
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
実 

施 

日　
1
月
17
日

■
実
施
場
所　
甘
南
美
寺

■
実
施
主
体　

�

甘
南
美
寺
の
法
会
、総
代
、

長
滝
地
区 

市
内
に
は
、
先
人
が
築
き
、
大
切
に
守
っ
て
き
た
伝
統

的
な
祭
り
や
民
俗
芸
能
な
ど
の
無
形
民
俗
文
化
財
が
多

数
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
宝
で
あ
る

民
俗
芸
能
や
行
事
に
つ
い
て
、「
岐
阜
県
山
県
市
無
形

民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
」か
ら
紹
介
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
℡
22-

6
8
4
5

山
県
市
の

祭
り
と

民
俗
芸
能

　　 連　載 　　

甘
南
美
寺
の
初
観
音

（
大
般
若
祈き

祷と
う
会
）

（
伊
自
良
地
域 

長
滝
）

15

行
事
の
由
来

　
大
般
若
祈
祷
会
の
起
源
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
初
観
音
の
行
事

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。大
般
若
経
を

転
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
や
参
加
者

の
安
全
と
繁
栄
、無
病
息
災
を
祈
り
ま
す
。

　
初
観
音
の
大
般
若
祈
祷
会
は
一
般
向
け

の
行
事
で
、
信
者
向
け
に
は
正
月
に
転
読

を
行
い
、
寺
か
ら
大
般
若
祈
祷
札
を
配
布

し
ま
す
。

甘
南
美
寺
と
観
音
信
仰

　
甘
南
美
寺
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
お

寺
で
、
美
濃
西
国
三
十
三
観
音
霊
場
の
十

三
番
、
本
尊
は
千
手
観
音
菩
薩
。

　
大
般
若
会
は
、
市
内
の
多
く
の
寺
院
や

仏
堂
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

甘
南
美
寺
は
市
内
に
お
け
る
観
音
信
仰
の

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。檀
家
を
持
た
ず
、

伊
自
良
の
全
集
落
の
総
取
り
持
ち
で
維
持

さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
を
持
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
馬
頭
観
音
も
祀ま

つ

ら
れ
て
お
り
、

昭
和
30
年
代
前
半
ま
で
は
馬
頭
観
音
の
寺

と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
馬
や

牛
を
飼
う
農
家
か
ら
の
信
仰
が
厚
く
、
そ

の
信
仰
圏
は
近
隣
市
町
ま
で
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。

令
和
元
年
度
市
功
労
者
表
彰

　
11
月
29
日
、
市
役
所
公
室
で
市
功
労
表

彰
の
表
彰
式
を
行
い
、
市
政
の
振
興
に
功

労
の
あ
っ
た
人
や
模
範
と
な
る
よ
う
な
功

績
の
あ
っ
た
8
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
被
表
彰
者
6
人
が
出
席
さ

れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

山
県
市
の
発
展
に
貢
献

■
地
方
自
治
功
労
、
社
会
福
祉
功
労

桐
山 

綾
子（
元
市
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
、
元
人
権
擁
護
委
員
）

■
地
方
自
治
功
労

臼
井 

康
雄（
元
市
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
）

■
住
民
自
治
功
労

鎌
倉 

建
治（
元
自
治
会
長
）

■
社
会
福
祉
功
労

山
口 

德
男（
元
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

■
保
健
衛
生
功
労

河
合 

洋（
学
校
薬
剤
師
）

■
特
別
功
労

二
ノ
宮 
三
生（
多
額
の
寄
附
）

山
口 

宗
一（
元
財
産
区
議
会
議
員
）

森 

恵
里（
ス
ミ
エ
リ
）（
名
山
め
ぐ
り
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
山
県
さ
く
ら
』

の
作
者
）
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5日（日） 岐阜ミニテニス協会団体戦交流会

12日（日）岐阜地区中学生新人大会
（バレーボール）

13日（月・祝）初打ち大会（バドミントン）

19日（日）第10回岐阜県レディースバドミントン
選手権大会

25日（土）岐阜県中学生バドミントン選手権
大会（団体）

26日（日）第46回ふれあいソフトバレーボール
大会

夜間休館日 1月19日（日）
休　館　日 1月1日（水）〜3日（金）

総合体育館
1月スポーツイベント

問総合体育館　℡22-6622

スマートフォンやタブレット端末に対応した無料ア
プリ「マチイロ」で、広報やまがたを気軽に読むこと
ができます。

 問企画財政課　℡22-6825

▶ダウンロードはこちらから

App�Store�および�
Google�play�両方
からダウンロード
できます。

プッシュ通知で行政情報をお届け！

岐阜連携都市圏を知ろう！⑪
住み続けたくなるまち「岐阜連携都市圏」を目指して
　岐阜市、山県市、瑞穂市、本巣市、岐南町、笠松町および北方町では、国が進めてい
る連携中枢都市圏制度を活用し、「岐阜連携都市圏」を形成しています。
　この連携中枢都市圏制度とは、人口減少と少子高齢化が進行する中で、相当の規模と
中核性を備える地域の中心都市が、近隣市町と連携して事業に取り組むことで人口減少
を食い止め、活力ある社会経済を維持するための圏域を形成することを目的とした取り
組みです。
　今月は、「笠松町」を紹介します。� 　

笠松町の名所
木曽川笠松渡船場跡「石畳」
　木曽川笠松渡船場跡「石畳」は、木曽川流域最大の川
湊として栄えた笠松湊をしのぶものとして、岐阜県史
跡に指定されています。現在、この場所には親水施設
やBBQ広場を備えた「笠松みなと公園」が整備され、木
曽川を臨む緑豊かな公園として多くの方の憩いの場と

なっています。ま
た、昨年3月には
「笠松みなと公園」
から河川環境楽園
を結ぶサイクリン
グロードも開通し
ました。

笠松町のおすすめイベント
第15回木曽川凧あげまつり
日時　1月19日（日）10時〜15時　※雨天中止
場所　笠松町民米野運動場
　　　（住所：笠松町米野堤外）
みどころ　　自然豊かな木曽川の河川敷で、連凧をは
じめ、さまざまな凧が大空を舞います。会場では、凧
の即売や地元品の
販売のほか、飲食
店も出店します。
凧を持参いただい
ての参加も可能で
すので、ぜひご来
場ください。

問笠松町役場企画課　℡058-388-1113

岐阜市
北方町

笠松町

本巣市

瑞穂市

山県市

岐南町
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